
　戦後70年と戦争経験者、憲法と平和、基地問題、東日本大震災と福島原発事故のいま、記憶に
新しい「熊本」の衝撃、足元の政治と社会、進む高齢化、差別の実相と人権、子どもと貧困、教育
とスポーツ……。「東京発」ではない、「地方発」の記事群が映し出す「日本の現場」。18紙36
本の連載記事を収録。朝日新聞の読書欄（2016年10月16日）でも紹介。
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